
くらしを守り
生業を支える

　党市議団は 2 月議会で、
コロナ禍でも市民のくらし
を守り、生業を支えるため
に必要な対策を求めてきま
した。各種支援をご紹介し
ます。

日本共産党さいたま市議団

　埼玉県による営業時間短縮の要請（1 月 12 日～ 2 月 7 日・第 4 期、2 月 8 日～ 3 月 7 日・第 5 期、 3
月 8 日～ 3 月 21 日・第 6 期 ) に協力した飲食店 ( カラオケ店、バー等を含む ) を運営する事業者に対し感
染防止対策協力金（１日６万円）が支給されます。それぞれ申請期間は・第 4 期分ー 2 月 8 日～ 3 月 26
日 ・第 5 期分ー 3 月 8 日～ 4 月 23 日・第 6 期分ー 3 月 18 日現在未定。

　2021 年 1 月に発令された緊急事態宣言に伴う飲食店の時短営業や不要不急の外出・移動の自粛により、
2021 年１月～３月のいずれかの月の売り上げが、2020 年（または 2019 年）の同月と比べて 50% 以上
減少した中小法人・個人事業者等に「一時支援金」（上限額：中小法人等 60 万円、個人事業者等 30 万円）
が給付されます。上記の県による休業協力支援金を受給した飲食店は対象外です。
　申請受付期間は 3 月 8 日 ～ 5 月 31 日。受給対象例として食品加工・製造事業者・器具・備品事業者・サー
ビス事業者・流通関連事業者・農業者・漁業者・タクシー、バス、運転代行等、ホテル、旅館等、観光・遊
興関連施設事業者、小売店（土産物店、雑貨店、アパレルショップ等）、対人サービス事業者等（旅行代理店、
イベント事業者、 理容店、美容店、クリーニング店、マッサージ店等）があげられています。

　新型コロナの影響で売り上げが落ちた業者に対して 10 万 円
を支給する制度が昨年 5 月に実施されましたが、「もう一度支給
してほしい」との要望が事業者から寄せられていました。党市議
団としても求め、2 月議会で補正予算が可決（3 月 3 日）。3 月
下旬から郵送申請を受け付けます。お問い合わせ先は産業展開推
進課 ☎︎ 829-1375

　コロナ禍の商店街振興事業とし
て、商店街の街路灯の電気代を市が
全額補助していましたが、党市議団
として、新年度も継続するよう求め、
市は「継続する」と答弁しました。
さらにコロナが落ち着いたあとも全
額補助を継続するよう求めました。

埼玉県感染防止対策協力金（緊急事態宣言に伴う飲食店休業・時短支援金）

緊急事態宣言の影響緩和に係る一時支援金

市
内小規模企業者・個人事業主に10万円の経済支援金

商店街街路灯の電気代を
市が全額補助

第2弾の支給が実現！

継続が決定！

埼玉県中小企業等支援相談窓口 ☎ 0570-000-678 ／埼玉県ホームページ詳細

一時支援金事務局相談窓口【申請者専用】☎ 0120-211-240 ／「一時支援金事務局」ホームページ詳細

土建、民商のみな
さんが再支給を申
し入れ
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日本共産党さいたま市議団 検索

さいたま
市議団ニュース

号外

2021年 3月号 神田よしゆき
北区

とりうみ敏行
浦和区

松村としお
緑区

久保　みき
桜区

とばめぐみ
見沼区

金子あきよ
南区

たけこし連
中央区

　これまで高齢者入所施設の新規利用者と職員に対して
実施されていた PCR 検査費の補助が、障がい者入所施
設（グループホーム、ショートステイ等を含む）にも拡
大されることになりました。検査を受けた利用者には 2
万円、職員には 9000 円を補助します。

障がい者施設利用者・職員への
PCR検査拡大

PCR検査を広げて
命を守ろう

　不安を抱える妊婦または基礎疾患を
有する妊婦が、かかりつけ産婦人科医
と相談し、本人が希望する場合に出産
予定日の 2 週間前から PCR 検査を受
けるための費用を助成します（2021
年 4 月以降）。
　また新型コロナウイルスに感染した
妊婦に対し、退院後に助産師や保健師
等による自宅への継続的な訪問や電話
等をつうじて不安や孤立感の解消につ
なげる「寄り添い支援」を行います。

妊婦の
PCR検査に補助

　2 月議会に計上された予算のワクチン接種対象者は、接種順に①高
齢者（65 歳以上）②高齢者以外で基礎疾患を有する方や高齢者施設
等で従事する方③ 60 歳～ 64 歳。医療機関での個別接種が中心です
が、集団接種会場は、区役所などの公共施設を想定しています。

発熱・咳などの症状がある場合はこちらへ埼玉県ワクチン専門相談窓口

埼玉県受診・相談センター
☎ 048-762-8026（月～土・午前 9 時～午後 5 時 30 分）

ワクチンの効果や副反応などについて
☎ 0570-033-226（24 時間）

FAX  048-830-4808

さいたま市ワクチンコールセンター

ワクチン接種の問い合わせについて
☎ 0570-028-027（午前 9 時～午後 5 時）

FAX  0570-020-810

　党市議団は議会や申し入れを通じて、市独自
の新型コロナ対策を求めてきました。

コロナワクチン
どうなってるの？

　コロナ禍で仕事が減った、給料が払われない、雇い止
めにあったなどお仕事のお困りごとはこちらまで。

埼労連・労働相談ホットライン
☎ 0120-78-3160（平日水曜日以外・午後 1 時～ 6 時）

はたらくみなさんへ

新型コロナ対策の充実求め、予算の
組み替え提案を市に提出（2月 4日）


